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＜資料・「毎日新報」靖国遺児参拝記事＞（翻訳、趙博） 

 

（『毎日新報』昭和十八年三月二八日） 

 

 

1．皇后陛下御下賜品 

   靖国遺児たちに伝達式 厳粛に挙行 

 

【東京電話】靖国神社の社殿に於いて、我が父・我が兄の忠魂と対面する遺児たちの光栄

なる日－－畏れ多くも皇后陛下の御下賜品伝達式と、朝香総裁宮殿下のご後援を受けた軍

人援護会『第五回遺児靖国神社参拝式典』は、第五回『遺児の日』の初日午前 10 時 30 分

と午後 1 時 30 分の二回に分けて、東京日比谷公会堂にて厳守にも盛大に挙行された。同日

午前に挙行された第 1 回式典では、朝鮮の 26 各道府県から参詣した遺児部隊をはじめ、東

条陸軍大臣、小泉厚生大臣、奈良軍人援護会長らが列席するなか『皇后陛下御下賜品伝達

式』が午前 10 時半に開式した。 

 まず宮城遙拝をした後、陸軍戸山学校軍楽隊の伴奏で国歌斉唱、『海ゆかば』を吹奏し

た後、小泉厚生大臣から御下賜品を伝達する旨の辞が述べられ、続いて、賜ったお菓子が

小泉大臣の手から遺児代表・小松眞一（福島県）君に渡された。この時、満場いっぱいの

遺児たちの清らかな両眼は、言葉にならない感激で輝いた。続いて、小泉厚生大臣、東条

陸軍大臣、島田海軍大臣、本庄軍事保護院総裁から順に温情に満ちた激励のお言葉を賜り、

光栄に胸躍らせる遺児たちを代表して小松君が力強く答辞を述べた。伝達式が終わり、続

いて午後 1 時から軍人援護会『第 5 回遺児靖国神社参拝式典』に入った。 

 朝田総裁宮閣下には、奈良会長以下軍人援護会会員の奉迎のもと会場に入場された。そ

して、国歌斉唱のあと畏れ多くも総裁宮閣下におかれては全遺児たちに対して「君たちの

元気な顔を見て嬉しい。畏れ多くも皇后陛下の御下賜品をいただいて、皇恩の有り難さに

感激したことと信じる。このような喜びを賜るのは、ひとえに君たち全員の父君が天皇陛

下のために命を捧げたおかげである。君たちも、皇恩に奉応たてまつり、あらゆる困難を

克服し、大東亜戦争を勝ち抜かねばならない』との、有り難いお言葉を述べられた。遺児

代表・小柳安彦（福岡市高宮国民学校 5 年生）君は感激に満ちた言葉で奉答し、奈良会長

の挨拶のあと同会長の発声で聖寿万歳を奉唱して一同敬礼、殿下にはご退場、一旦ご帰還

なされた。この二つの式典は午前 11 時に終わり、全てが終了した。 

 そして、午前の式典に参列した遺児部隊は昼食を終えて解散、朝鮮、台湾、樺太、関東

州、北海道、沖縄、鹿児島、長崎、宮崎、大分、青森、熊本の 13支部だけが貸し切り列車

で九段へと向かい、午後 1 時 30 分から順次、待ちに待った昇殿参拝を行った。一方、東宝

劇場で午前を過ごした山形以下 26支部の遺児たちは、昼食を終えた後に徒歩で日比谷公会

堂へ赴いて、午後 1 時 30 分から午前とは異なる両式典に参列し、御下賜品伝達式の代表は

永田喜也（大阪階行社学園 5 年生）君が、援護会式典の代表は田崎貞夫（秋田県柚北部峯

吉川国民学校 5 年生）君が、それぞれ答辞と奉答を述べた。 

 

本庄総裁訓話 

 



 

 

【東京電話】本庄軍事保護員総裁は 27 日、遺児部隊に対する皇后陛下御下賜品伝達式にお

いて、次のような訓話をされた。 

 皆さんが今から靖国神社に参拝して、神となられた父君を参拝することは大きな喜びで

あると考えます。皇室におかれては常に皇国の花と散られた勇士の体に深く思いを致され

て、様々なご慈愛を賜られ、皇后陛下におかれてはこの度特にお菓子を御下賜くださいま

した。このようにしてくださった私にとっても、皆さんにとっても、共々畏れ多い喜びで

あります。皆さんは今から靖国神社に参拝して神殿で、広大なる皇恩を賜った者として父

君の前で、全心全力で勉学に励み立派な国民となって必ず父君の遺志を継いで参ります、

と誓うならば、父君も、真の護国の勇士の息子だと満足され、皆さんの将来に揺るぎない

○○○○（判読不可）。徹底して戦い勝利して、皆さんの父君にお見せしなければなりま

せん。お母さんの教えをよく守り、兄弟仲良く過ごし、体と心を凛々しく保って立派な国

民となり、一般の模範にならねばなりません。そうしてこそ、広大無辺の皇恩に対して万

分の一なりともお返しが出来るのです。それが、正義のために命を捧げられた皆さんの父

君への最大の親孝行になると信じております。 

 

小泉厚相訓話 

 

【東京電話】小泉厚生大臣は 27 日皇后陛下の御下賜品伝達式で、遺児たちの畏れ多い光栄

に、次のように訓話をなされた。 

 畏れ多くも皇后陛下におかれましては、皆さんが靖国神社に参拝するに際して菓子をく

ださいました。広大無辺の皇恩に畏れ多くも感激の極みであります。英霊は神として合祀

せよとの命によって天皇陛下の治配に浴することになるのは、実に畏れ多いことでありま

す。日本人としてこれ以上の大きな光栄はありません。皆さんも、亡くなられた父君の遺

志を継いで、成長した暁にはお国の為により大きな働きをなさることを望みます。これか

ら戦争が何年続こうとも、いかなる艱難が降りかかろうとも、この大東亜戦争を闘い抜き、

戦争の目的を達成しなければなりません。皆さんは今日の光栄と感激を胸に深く刻んで、

祖父母と母君に孝行して、兄弟仲良く、勉学に励み、心身を鍛えてください。靖国の神の

息子として恥ずかしくない立派な日本人になって、御国の為に尽力されることと信じてお

ります。 

 

 

2. 目に浮かぶ父の姿 
  遺児たち感激の対面 

  靖国神社昇殿参拝の第一日 

 

【東京電話】三月二七日は、全国の遺児にとっては生涯忘れられない感激の日である。遠

くは関東州から、北は樺太、南は沖縄から上京し、式典に参列した名誉ある遺児たちの中

に朝鮮、台湾、樺太、関東州、満州、北海道、沖縄、鹿児島、宮崎、大分、青森、熊本遺

児部隊 1,336 名は、午後一時に厚生省の式典と軍人援護会の式典を終えて、すぐさま日比

谷から貸し切りの市電 12台に乗って九段下で降り、この感激と歓喜に満ちた胸を躍らせな

がら大鳥居をくぐり、護国の誓い固く父・兄と感激の対面をした。午後１時半には、朝鮮、



 

 

台湾、樺太、関東州、満州各支部の一団がまず昇殿参拝した。男女の代表各１名が玉串奉

呈をするのに合わせて、社殿の前に頭を垂れて礼拝する遺児 64名一人一人の胸を満たす限

りない喜びに打ち震えながら「お父さん、私はこのように大きくなりました。毎日お母さ

んと一緒に一生懸命いて勉強しています。良い人間になる日を待っていてください」と、

心から父に力強く呼び掛ける遺児たちの目には慈愛に満ちた父の影が去来して見えた。参

拝を終えて各支部ごとに神門前で記念写真を撮り、遊就館と国防館を見学した後、白百合

高等女学校の教室に同校生徒約 50名の奉仕で、各方面から限りない感謝の愛情溢れる記念

品を受け取り、感激的な社殿対面の 1 日を過ごした。 

 

 

3.勇気を出して戦っていこう 

  東条首相が後世に託す訓話 

 

【南京電話】東条首相は 27 日午前 11 時からの靖国神社参拝記念式典で、大勢の遺児たち

に対して次のような温情溢れる訓話をされた。 

 

 皆さんは今、感謝に満ちた光栄に、図らずも深い感激を禁じ得ないとこと思いますが、

この光栄は、天皇陛下が、皆さんの父君が果たされた忠義を賞賛されたことと同時に、皆

さんもまた、父君に負けないように御国のために力を尽くしなさいと畏れ多くも命じられ

たのであると拝察するのであります。ご存じのように、日本は今歴史上未曾有の大戦争中

ですが、一般国民も軍人として、最前線で、また銃後の一人の人間として、国内において

各々が天皇陛下のもとで心と力を一つに集めて鉄の塊のようになり敵米英に勝つために各

層各業に従事しているのです。 

 この戦争は、大人だけが戦って簡単に結末になる容易い戦いではありません。少国民で

ある皆さんが、米英の少国民より遥かに固い精神力を鍛錬して健全な精神を作り、立派な

知徳をしっかりと持ち、国を背負って戦ってこそ、勝利できるのです。皆さんの頭にしっ

かりと刻んで欲しいことは、第一に皆さんの父君とその家族がどれほど多くの恩恵を皇室

から受けているかと言うことと、第二に靖国神社の護国の神になられた皆さんの父君が、

いつも皆さんの立派な成長を神社の中で見守っていてくださると言うことです。皆さんが

熱心に勉強している間、寂しいとき、あるいは、自分思い通りに事が進まず心が傷ついた

ときも、必ず靖国神社にいらっしゃる父君の御霊に思いを馳せてください。すると、慈愛

深い目で諸君を見守ってくださる父君が出てきてくださることでしょう。そして、諸君の

心の中に必ずや勇気が湧いてきて、寂しさと落胆も消えてゆくことでしょう。皆さんもよ

く知っている「ビルマ」空中戦で壮絶な戦死を遂げた加藤少尉も、父君が日露戦争で戦死

なさいましたし、その他にも、今大戦で御国のために輝かしい武勲を立てた方々の中には

幼い頃に父君が戦死なさった気の毒な人も多いのです。この人たちが、このように良い人

になれたのも、今、私が言った三つのことを胸深く刻んで、父親がいなくても、また、母

親がいない場合も、少しも臆することなく熱心に勉強した結果だと信じてください。諸君

も心を一つにすればこのような良い人になれるのですから、いつも先生の教えをよく聞い

て、熱心に勉強して、お母さんの言いつけをしっかり守り、これからも日本を双肩に担う

良い日本人にならねばなりません。 



 

 

 

 

4. 尽忠報国の決意 

   英霊の後継者たちの強固たる覚悟 

 

 【東京電話】南は沖縄、また北方は樺太から、我が父・我が兄が眠っている帝都東京の

空を眺める全国の遺児 4,890 名幼い胸は、靖国神社を脳裏に描きつつどれほどこの日を待

ったことか。『第五回遺児の日』は、27 日を初日に 29 日まで三日間、畏れ多くも御下賜

品を下さり給いし皇后陛下の皇恩のもと、軍人援護会を中心に帝都全市民の赤誠を込めて

意義深く展開されることとなった。この日の朝、市内 50余箇所の各宿舎を出た遺児部隊は、

午前 8 時 37 分全員が宮城前に次々と姿を見せ始め、宮城を奉拝する全遺児は英霊の後継者

としての誇りを可愛い顔に表し、両の瞳を輝かせながら、援護会会長奈良大将の発声で慶

寿万歳を叫ぶ尽忠報国の決意も固く、お父さん、お兄さんお聞きくださいとばかりに声を

張り上げて唱すると、大内山に谺が静かに響いた。そして、全遺児 52支部は二手に分かれ

て、朝鮮以下 26支部は式典会館である日比谷公会堂へ、山形以下 26支部は東宝劇場へそ

れぞれ向かい、初日の日程に入った。 

 

 

5.この感銘を永く輝かせよ 

  朝鮮部隊の子ら父の前で固く誓う 

 

【東京支社電話】全国 4,890名の遺児たちが指折り数えて待っていたこの日 17 日に、靖国

の父との待ち遠しかった社頭対面が深い感激のなかで行われた。午後１時 30 分、全国の遺

児部隊の第一陣がまず昇殿参拝を終え、拝殿から降りてきた我が半島遺児 9名の面々は感

激の涙に濡れながらも靖国の子としてこの日この時の感銘を深く胸に刻み、明日の皇国を

双肩に堂々と担う決心を固めた。また、母に託された様々な言葉や話をも、おそらく謹ん

で神殿に伝えたことであろう。この日、我が半島の遺児たちは午前 9 時に宮城前での奉拝

を済ませ、日比谷公会堂での皇后陛下御下賜品伝達式に参加して御紋菓を拝受した後、昼

食を摂ってから靖国神社へと向かった。昇殿参拝の 15 分前、数千の一般参拝者たちが温か

い黙祷を捧げる中、遺児たちの先頭に立って靖国神社の大鳥居をくぐったのは我が半島遺

児部隊ではないか。 

 『朝鮮』と青く染め抜かれた旗を翻して先頭に立ったのは、4,900 余遺児の中から特別

に選ばれた蔡奎範君であった。昇殿参拝は、男子遺児の代表として白井君（大邱東雲国民

学校在学）、女子遺児代表として楠元（平壌山手国民学校在学）嬢が、順に玉串を奉呈し

たが、この立派な軍国の子らは胸中、神殿でどのような言葉を報告したのか、聞いてみよ

う。 

白井君『お母さんも元気でいらっしゃいます。兄さん（大邱中学二年生）は優秀な成績で

進級することになり、久美姉さんも国民学校 3 年に進級いたします。弟の武も男らしくよ

く遊んでいます。私も来年は中学校に入る準備で、せっせと勉強しています』 

蔡奎範君『お父さん、お母さんも元気でいらっしゃいます。私はこの春に京畿道商業学校

に入学しました。これからもお父さんに負けない立派な国民になって、天皇陛下に尽忠報



 

 

国奉ります。ご安心ください』 

楠元庸子嬢『大東亜戦争は日本がどんどん勝っています。お母さん、お爺さん、お婆さん

も皆お元気です。兄さん（平壌中学校在学）は 2 年生、弟・良明は国民学校 4 年生。私も

お母さんの仰ることをよく聞いて、せっせと勉強に励んでおります』 

 

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××× 

写真は（上）朝香之宮殿下ご臨席の下、第五回遺児靖国神社参拝式で奉答する小柳安彦君

（下）皇后陛下御下賜品伝達式にて小泉厚相から下賜品の伝達を拝受する遺児代表 

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××× 

 

 

6.温情首相の慈愛 

  満州梁川敏子嬢の扶助料を周旋 

 

【東京支社電話】満州遺児部隊のただ一人の半島出身遺児と、情け深い東条首相との間に

軍国美談が生まれた。 

 忠勲の遺児たちが父親と社頭対面をした 27 日前日の 26 日午後 2 時、首相官邸を訪れた

満州遺児部隊とまみえた東条首相は、遺児たちの頭を一人一人撫でながら『お母さんはお

元気ですか、お兄さんたちも勇ましく仕事をしておられますか』などと温かい言葉をかけ

られた。そして、海軍服を着た少女の前で立ち止まり、腰をかがめて何か熱心に訊いた。 

 『扶助料はもらってますか』と言うと 

 『……』 

少女が首を左右に振るや 

 『ほー、これは全くいけないことだ』 

と首相は、すぐさま困り果てた表情になった。この少女は梁川敏子嬢と言い、昭和 11 年父

・梁川晩錫通訳官が戦死されて、母親は父親に先んじて昭和 9 年亡くなり、たった一人の

幼い弟（国民学校 5 年）と共に祖母の手で育てられた少女で、哈爾浜高女二年に在学中で

ある。 

 東条首相は『扶助料が届いていないのなら、どうなることやら。遺児の数があまりにも

多いから、こういう失敗もあるのだと思う。ただの一人でも○○○、話にならない。私が

すぐに調査して送るようにします』と敏子さんに約束すると、一同は感激した。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  ＝＝＝＝＝ 

 

（『毎日新報』昭和一九年三月八日） 

 

 

7.靖国遺児上京参拝中止 

   今春は各地方にて執行 

 

【東京支社電話】毎年『さくら』咲く四月を期して行われる靖国神社臨時大祭への遺児参



 

 

拝は今年の春で６回目を迎えるが、主催者側の軍人援護会では戦局が益々重大になりつつ

あることに鑑みて、遺児たちの上京参拝を中止し、代えて、来たる 27 日各地方の軍人援護

会支部が主催し、各地で靖国神社参拝と変わらない厳粛で荘厳な式典を執行するように決

定した。同日 9 時を期して宮城遙拝をした後、軍人援護会支部の式典の後に護国神社参拝

を行うが、この式典は、まず援護会長の告辞を代読し、支部長の献辞、遺児代表の答辞で

終わることになる。また、援護会支部管内に護国神社が所轄されている地方では道庁所在

地の護国神社に参拝し、護国神社がない地方では学校や郡庁など適した場所に祭場を設置

して、京城その他の支部でもこのような式典として、同日を厳粛に迎えることとする。な

お、遺児たちの靖国神社昇殿参拝は昭和 14 年夏から始まり、参拝者は各々、国民学校 56
余名、高等科 12余名、中等学校 12余名が 15、6歳未満の児童数で、今年の遺児数は 6,456
である。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

（『毎日新報』昭和二〇年三月二〇日） 

 

 

8.靖国遺児たち昇殿参拝 

   お父さん、私がここへ参りました 

  二七日京城護国神社にて無言の対面 

 

 毎年一度、新祭神の遺児たちが靖国神社に参拝していた意義深い行事が今年も中止され

たことから、この参拝行事への参列が決まっていた朝鮮関係 27 人の遺児たちは、27 日京

城護国神社に昇殿参拝し、新祭神として祀られる父と無言の対面をすることとなった。遺

児達は 25 日に京城に集まり、28 日までの 4 日間明治町一丁目の愛国寮で宿泊し、様々な

意義深い行事に参加する予定。27 日午前 9 時半からは、総督府第一会議室にて開かれる遺

児に対する御下賜品の伝達式に参列するが、この式の前に、阿部総督、板垣朝鮮軍管区司

令官、江藤政務総監以下軍関係者も参列して栄誉の遺児たちを激励する。続いて、午前 11
時半から護国神社にて昇殿参拝する。 

 

 ───────────────────────── 

｜軍人援護会本部にて有志家の記念寄付を受け付けます。｜ 

 ───────────────────────── 

 

 この行事の主催者である軍人援護会朝鮮本部では、遺児たちを真に歓待しようと準備中

で、遺児たちを慰問激励し、同時に末永く遺児達が記念品として所持できる品物があれば

民間からの寄贈も募っている。志ある人は、総督府社会課に申請されたし。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  ＝＝＝＝＝ 

 



戦!"#$%&'(国)*+児参拝! "#

!"#"!"$%"

!!"!""##$#$%&'()!*+$%%&,-(./0&'1.2 '(3 !'()2 1435(67""#8)&'()!*+$%%&,-(./0&5('1./*+9 *+9 (:;'(9 143 ,4!,-<"-=5('1./*+9 *+9 (:;'(9 143 ,4!,-<"-=7.#5>""# ?$/?@A 8)&'()!*+$%%&,-(./0&B.12 *+9 143 ,4!!!CD/E0FG1=23HI0 ! JK(1 L&4 M!5NO6PL1QRS; " "!TU.+!V W789:X '(Y;<Z[<\]^ ! 14&_>20=3!`4\5(ab"> V W! > V W789:X &'6A)!*+'($%?@%&(AB $%)!*+?@%& '(Y$%cCP%dDE V W 1!7 E V&4FG32e8FG0X !)!fg: $%?@%&LhZ,H " IJ+! V W8FG 1QRS;()! &9R :!i <jKS&4$%S; Kk14> 7>! V W



!"#한림일본학 $%"집 &'"''()*

&'()!&%)

전전!!""#조선의 야스쿠니신사 유아!#$"#참배

마쓰오카 이사오

군인의 원호조직인 은사재단 군인원호회는 전전의 야스쿠니신사 유아 참배를 !"#"년부터 

!"$#년까지 매년 !회씩 거행했다%&참배는 일본의 도도부현'!!""(과 해외식민지'대만)&조선)&

만주)&관동주'##$()&가라후토'%&(&등에서 총 !*)+++명의 전몰자 유아가 야스쿠니신사를 참

배했다%& !"$$년부터는 전국''((의 악화와 공습의 심화로 야스쿠니신사에서 각지의 호국신사

로 참배 장소를 옮겼다%

당시 일본의 식민지였던 조선에서도 !"#"년부터 !"$#년까지 ,차례에 걸쳐 일본인과 조선인 

전몰자 유아가 참여하는 형태로 실시되었다%& !"$$년)& !"$,년에는 전국 악화로 경성호국신사로 

전몰자의 유아 참배가 바뀌었다%& 이는 일본에 의한 조선의 지원병제도'!"#*년()& 징병제도'!"$$

년(의 실시와도 관련이 있다%

야스쿠니신사 유아 참배는 초등학교 ,학년)& -학년의 전몰자 유아가 대상이었다%&참배 때 신

문에 실린 작문과 코멘트를 게재했다%&구체적으로는 다음과 같은 일정으로 행해졌다%

니주바시')*+(에서 궁성 참배)& 히비야'$,-(& 공회당 식전'%./01(& '후생성.군인

원호회 주최)& 황후로부터 /고몬카'234(0& 하사()& 야스쿠니신사 승전'56()& 유슈관'789(&견학)&도쿄 관광'메이지신궁.보물관.해군관 등(%

조선.대만 유아는 한신':;(관광'이세신궁.카시하라신궁'<=;>(.모모야마릉'?@A(& 등(

과 세트였다%

조선인 유아와 일본인 유아는 함께 참배하였는데)&다마쿠시호텐'BCDE(은 어느 해에도 

일본인 유아가 거행했다%

이 글은 전쟁 중 조선의 야스쿠니신사 유아 참배 사실을 쫓으며 조선의 식민지 지배 속에

서 야스쿠니신사 유아 참배가 무엇을 의도했는지를 밝혔다%
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